
白
龍
神
社
の
伝
説
に
つ
い
て
簡
単
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

 

昔
、
現
在
の
東
山
植
物
園
前
の
龍
ケ
池
よ
り
荒
池
に
至
る
付
は
人
跡
全
く
無
き
林
野
で
あ
り
ま
し
た
。
其
の
地

域
に
は
大
蛇
が
生
存
致
し
居
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

昭
和
五
年
頃
、
当
山
付
近
に
て
開
拓
に
あ
た
り
、
大
蛇
住
処
の
祟
り
を
恐
れ
、
鍬
入
れ
前
に
、
本
祠
内
に
現
身

を
避
け
し
め
給
え
と
、
全
久
寺
二
十
一
世
代
住
持
比
丘 

植
田
八
幡
宮 

神
職 

秀
知
霊
を
祈
り
封
じ 

御
仏

神
体
は
観
自
在
菩
薩
並
び
に
龍
化
身
で
（
い
ず
れ
も
金
物
で
す
）
あ
り
、
当
地
の
幸
栄
を
代
々
住
民
が
祈
願
し
、

本
祠
を
守
り
続
け
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

以
上 

 

昭
和
五
十
三
年
十
月
吉
日 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤
巻
町
自
治
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氏
子
総
代 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

丸
山 

四
十
三 


